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令和４年度第２回がん対策審議会議事録 

 

１ 日時 令和５年３月１４日（火）午後６時から午後６時４５分まで 

 

２ 場所 WEB開催 

 

３ 出席委員 

  入江会長、飯笹副会長、五十嵐委員（WEB参加）、石井委員（WEB参加）、入江委員（WEB

参加）、大津委員（WEB参加）、佐藤委員（WEB参加）、杉浦委員（WEB参加）、高原委員

（WEB 参加）、寺口委員（WEB 参加）、中島委員（WEB 参加）、藤澤委員（WEB 参加）、   

和田委員（WEB参加） 

 

４ 議題 

議事（１）審議事項 

① 第４期千葉県がん対策推進計画について 

（２）報告事項 

① 令和４年度職域におけるがん検診実施状況調査について 

② がん患者QOL向上事業について 

③ 治療と仕事の両立支援に係る企業向けリーフレットについて 

④ 千葉県小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業について 

⑤ がん診療連携拠点病院等の指定に係る申請状況等について 

⑥ 千葉県がん診療連携協力病院の指定に係る申請状況等について 

 

５ 議事内容 

 

（議事録署名人の選出） 

〇入江会長 

議事録署名人について、五十嵐委員と中島委員を指名したいがよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

議事（１）審議事項 ①第４期千葉県がん対策推進計画について 

【事務局より資料１－１、資料１－２に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

（発言なし） 
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議事（２）報告事項 ①令和４年度職域におけるがん検診実施状況調査について 

【事務局より資料２に基づき説明】 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

○藤澤委員 

   この調査については私が部会長を務めている予防・早期発見部会で議論されたもの

になる。職域におけるがん検診の実施状況調査は行われているものが少なく、千葉県

は全国の中で早くに調査を行った自治体である。職域におけるがん検診の実施状況は

調査を行っていなかったので実態が不明なため、今年度末に出る調査報告の内容を期

待している。埼玉県など他の自治体の調査結果と比べることで職域におけるがん検診

の実態がある程度わかるのではないかと考えている。 

   

○入江会長 

その他、何かご発言はあるか。 

 

（発言なし） 

 

議事（２）報告事項 ②がん患者QOL向上事業について 

【事務局より資料３に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

○五十嵐委員 

   このアピアランス支援事業は2万5000円となっているが毎月請求してもよいのか。

ウィッグを買う時だけではなく、例えば化粧品などは継続して使うものなので１回で

終わるものではない。複数回請求することができるととらえてよいか。 

 

 ○事務局 

   アピアランスケア支援事業については、1 人当たり 2 万 5000 円を上限としている。 

 

 ○五十嵐委員 

   1回ということか。 

 

 ○事務局 

   1回という制限はなく、県の補助上限が2万5000円なので、市町村と合わせて5万

円分までは補助できるということになる。 

 

 ○五十嵐委員 

   積算していって5万円になったら打ち止めということか。 
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 ○事務局 

   市町村でそれを上回る補助をする部分については、市町村単独での補助は可能であ

る。今のところウィッグと乳房補整具で大体5万円というのが実施している県内の市

町村の主流となっており、それをもとに金額を設定している。 

    

 ○五十嵐委員 

   この5万円というのは1か月で使用しないといけないのか。 

 

 ○事務局 

   分けて申請して構わない。 

 

 ○高原委員 

   これはがんの種類には関係はあるか。 

 

○事務局 

特にがんの種類は限定していない。県内で既に実施している市町村の中でも例えば、

流山市は顔や指が欠損した場合のエピテーゼも助成の対象としている。今後そういっ

た多様な品目設定をする市町村が増えてくるものと考えている。 

 

○高原委員 

  顔面のがんである口腔がんや頭頚部がんではエピテーゼ等が必要になってくるの

で今後そういった需要が増えてくると思っている。もちろん事後の対応というのも

非常に大事であるが、事前のことについてこういった場で何回も発言しているが、改

めて発言したい。確かに国の施策として主に５大がん対策があるが、顎顔面のがんは

QOL、特に顔貌の変形や摂食、嚥下、発音などの問題が患者にとって大きな負担にな

っている。それを早期に発見するという意味でも全国にとらわれることなく予防的

なということを含めてがん検診にも取り組んでもらいたいと重ねて要望する。 

 

○入江会長 

  貴重な御意見として承る。その他、何かご発言はあるか。 

 

（発言なし） 

 

議事（２）報告事項 ③治療と仕事の両立支援に係る企業向けリーフレットについて 

【事務局より資料４に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

（発言なし） 

 



- 4 - 

 

議事（２）報告事項 ④千葉県小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事

業について 

【事務局より資料５に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

（発言なし） 

 

議事（２）報告事項 ⑤がん診療連携拠点病院等の指定に係る申請状況等について 

【事務局より資料６－１、資料６－２に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

（発言なし） 

 

議事（２）報告事項 ⑥千葉県がん診療連携協力病院の指定に係る申請状況等について 

【事務局より資料７－１、資料７－２に基づき説明】 

 

○入江会長 

   ただいまの説明について、御意見があればお願いしたい。 

 

（発言なし） 

 

６ その他 

 

○入江会長 

   何か意見等はあるか。 

 

（発言なし） 

 

○入江会長 

  本日準備された議題は以上で終了する。               【議事終了】 


